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 日本に生まれたことについて何か考えたことはありますか。世界に目を向け

ると、私はとても大きな劣等感を感じます。というのは、私の高校生活の勉強

時間は、英語が半分以上占めてきたといっても過言ではないからです。私が英

語を勉強している間、英語圏の学生は何を学んでいるのだろう、という疑問は

いつも私の中にあります。もちろん、英語を勉強することの価値は、生涯を通

して多大なものがあります。そしてもちろん、英語圏にも外国語の学習に労力

をかけている学生はたくさんいるでしょう。しかし、やはり今の日本において、

いわゆる〝高学歴〟を目指すにあたっての英語力の必然性と、時間の有限性を

考えた時、私はどうしても不条理を感じずにはいられないのです。	
 

	
 しかし、こんな昔の人のようなことを言う人はもういません。優秀な人材の

大半は世界的に活躍する人であり、英語を習得することがあまりにも当たり前

となっているように思われます。また、今の日本でこのような議論を持ち出せ

ば、英語学習に挫折した人の泣き言と捉えられかねません。	
 

	
 そもそも言語は、人の思考と意思伝達になくてはならない道具だといえるで

しょう。歴史上でもこの言語の性質が利用されてきたのではないでしょうか。

植民地で宗主国の言語が強制されたり、その国内で言語による階級社会が生ま

れたという歴史を、人類は多く持っています。例えば、アメリカの植民地だっ

た当時、フィリピンではタガログ語が排除され、英語による教育が行われまし

た。独立後もその慣習が根強く残り、今も教育の大部分が英語で行われていま

す。フィリピンでは、母語で学ぶことが許されないために、授業についていけ

ず登校拒否になる子供がいるといいます。また現在では、タガログ語からは学

術的な語彙がほとんどなくなり、日常会話レベルの言葉しか残っていません。

このような歴史の背景には、宗主国側が何世代にも亘り植民地の母語を奪うこ

とで、それに伴って人々の深い思考力や反発の意志伝達の手段を奪おうとする

意図が読み取れます。	
 

	
 また、日本もそのような支配の主体だったことを私たちは忘れてはいけませ

ん。「日本語の普及をもって当面の急務とし、これに全力を注ぐ事」。これは一

九一〇年、日韓併合後の第一次朝鮮教育令の一項です。当時の日本政府は、朝

鮮人に対して日本語を「国語」として使用させる言語政策を行いました。また、



日本との間にこのような歴史を持つ韓国は、一方で、現在では英語を重視した

教育を行い、大学の授業の大部分が英語で行われています。これにより高い英

語力が育成されている一方、世界トップレベルの教育投資や大学進学率にも関

わらず、韓国からノーベル賞受賞者が少ない原因の一つは、この徹底的な英語

化によるのではないかと言われていることも事実です。	
 

	
 こう考えると、幸いにも、日本は言語を奪われたことがありません。これは

日本が西洋から辺境にある島国であるということ、また鎖国の歴史などが要因

でしょう。しかし、今はどうでしょうか。世界から見た日本は今や辺境でも鎖

国でもありません。今の日本の外交やビジネスがアメリカを重視したものであ

ることを考えてみれば、言語と社会、言語と政治が密接に関わっていることが

明らかになるでしょう。日本政府は英語を英語のまま理解しようという教育方

針を進めていますが、私はこのことに政治的な意味合いを感じてしまいます。

同時に、少なからず日本語を、英語学習効率を下げるものだとする認識に危機

感を覚えます。なぜなら、先ほども述べたように、過去には強国が言語を道具

に人々を支配した歴史があることを私たちは知っているからです。また、かつ

て植民地で言語によって階級社会が作られたように、日本の中で英語力による

序列が生まれれば、英語を得意としない有能な人が多大な不利を被るからです。	
 

このように考えると、実際に、大手企業が国内で働く際にも社内公用語を英語

にしたことや、東京大学理学部化学科が全ての授業を英語化したというような

報道を聞いて、私には、タガログ語の歴史や韓国の事例が他人事ではない気が

してしまうのです。また、将来の私たちの子供の世代を考えた時に、英語学習

に苦労したフィリピンの子供たちのことが思い浮かぶのも、杞憂ではないかも

しれません。	
 

	
 他方で、日本に住む私たちには、いささか気がつきにくい事実があるかもし

れません。それは、世界では言語や文化の争奪への意識が当たり前にあるとい

うことです。実際に私がこう感じたのは、昨年の夏にイギリスへ短期留学に行

った時です。様々な国籍の人が集まる語学学校には、ヨーロッパ、アジア、南

米などから多くの生徒が来ていました。そこで私が驚いたのは、英語で高度な

内容を話していても、発音はかなり訛りのある人が多かったことです。生徒だ

けでなく先生にも、スペイン語のような英語を話す先生がいました。堂々とし

た彼らの態度からは、彼らはネイティブのように話すことではなく、あくまで

内容と態度の点でネイティブと対等に話すことに価値をおいているのだとわか



りました。彼らにとっては、ネイティブの真似をして話すことはむしろ負の意

味合いを持つのです。	
 

	
 グローバル化の進む今、母国と異なる文化圏で暮らすことは容易でしょう。

しかし、他の文化を理解しそこで暮らすことと、自らの内面までをも他に迎合

させることを、混同してはいけないはずです。私は、外国へ行ったことでむし

ろ、自国への理解とそれに自分のアイデンティティを求めることの必要性を感

じたのです。	
 

	
 日本では、あえて「日本が好き」などと発言することは否定的に捉えられが

ちです。一ヶ月程前に、S先生が礼拝で「愛国心」についてお話ししてください

ましたが、先生もおっしゃっていたように「愛国心」というと軍国主義を思わ

せる少々過激な言葉に聞こえます。またその響きからは、歴史や民族といった

ことが連想され、自分には縁遠いと思う人は少なくないでしょう。しかし私は、

歴史解釈や民族意識といった多少堅苦しい考えがないとしても、私たちが今ま

での日本での人生を振り返った時、それが少しでも尊いと思えたなら、それは

小さな愛国心といえるのではないかと思います。	
 

	
 冒頭に私は日本に生まれたことに劣等感を感じると述べました。しかし、こ

うして日本での生活を振り返れば、それは本心ではないと断言できます。日本

に生まれて今の家族の中で育ったこと、恵泉の六年間に日本語で学んだ様々な

こと、日本で築いた人間関係の全てが私にとっては尊く、私はこれらに感謝し

ています。また、自分は全てこれらに形作られていると思います。日本に生ま

れた人なら誰しもこのような実感をもてるのではないでしょうか。だからこそ

私は、今の日本について、将来の日本について考えることは大切だと思います。	
 

	
 正直、歴史も十分に勉強せず、よくものも知らない私がこのようなことを述

べるべきかはわかりません。しかし、私がこう考えるのは、自分の子供や孫の

代には、もしかしたら日本語が消えているかもしれない、もしかしたら日本人

の枠組みが今とは異なるかもしれない、という素朴な不安からなのです。これ

らは、実際に起こるとは考え難いことです。しかし、私たちの親の世代から私

たちの世代にかけて、世界にはどんな変化があったでしょうか。携帯も持たず

自宅にパソコンもない学生時代を送った人が、大人になり娘とＬＩＮＥをする

自分を想像できたでしょうか。これから私たちと子供の世代の間に起こること

もまた、私たちの想像を遥かに超えるはずです。そして今まで通り、私たちは

その流れに飲み込まれてしまうでしょう。	
 



	
 これからの社会に何が起こるか私にはわかりません。しかし少なくとも私は、

唯一の母語である日本語を失いたくありません。そして皆さんにも、皆さんの

子供たちにも失って欲しくありません。日本人らしく、ではなく自分らしく生

きるための道具として。	
 

 


